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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。
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映
画
「
お
く
り
び
と
」
が
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
（
ア
メ
リ
カ
映
画
芸
術
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
・
一
九
二
七
年
創
立
）
外
国

優
秀
映
画
賞
受
賞
は
日
本
映
画
界
初

の
快
挙
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
面
で
反
響

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
題
材
が
地
味
で

重
た
い
感
じ
か
ら
、
前
評
判
に
反
し
て

の
受
賞
は
驚
喜
そ
の
も
の
の
感
が
し

ま
す
。

　

楽
団
の
解
散
で
チ
ェ
ロ
奏
者
の
道

を
絶
た
れ
、
故
郷
で
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
、「
納
棺
師
」
と
な
っ
た
主
人
公
が

様
々
な
死
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ
こ

に
息
づ
く
愛
の
姿
を
見
つ
め
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
主
演
の
本
木
雅

弘
さ
ん
は
「
誰
に
も
訪
れ
る
最
後
の
瞬

間
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
納
棺
師
」
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
、
死
に
装
束
、
死

に
化
粧
な
ど
一
連
の
所
作
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
「
匠
の
仕
事
」「
美
学
の
極
致
」

と
し
て
演
ず
る
姿
は
観
る
者
を
刮
目

（
か
つ
も
く
）
さ
せ
る
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
人
を
ど
う
送
る
か
、
ど

う
送
ら
れ
た
い
か
と
い
う
す
べ
て
の

人
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
夫

婦
、
子
ど
も
、
父
や
母
、
祖
父
母
な
ど

の
肉
親
へ
の
想
い
、
生
死
、
愛
、
命
の

有
り
様
を
現
代
社
会
に
提
起
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

古
今
東
西
人
間
社
会
の
厳
然
た
る

習
い
と
し
て
葬
送
の
儀
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
、
遺
族
の
成
員
で
あ
る
子
ど

も
を
も
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
死
生
観
、
命
の

尊
厳
さ
家
族
愛
な
ど
人
間
と
し
て
成

長
過
程
に
と
っ
て
必
須
な
糧
で
あ
り
、

貴
重
な
機
会
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

血
縁
、
地
縁
が
薄
れ
て
い
く
昨
今
、

葬
儀
規
模
の
大
小
は
さ
て
お
い
て
、
遺

族
や
故
人
の
知
己
な
ど
が
「
お
く
り
び

と
」
と
し
て
懇
ろ
に
葬
送
の
儀
に
あ
た

り
た
い
も
の
で
す
。

第３位第２位第１位大回転部門
大関　翔也（玉川小）　長岡　礼穏（北檜山小）小澤　裕太（北檜山小）男　子

小学1･2年生
佐野　涼花（久遠小）　横田ひかり（久遠小）　上野　有紗（久遠小）　女　子
三浦　琢斗（北檜山小）
平澤　亮斗（久遠小）　手塚　大樹（久遠小）　小泉　星太（北檜山小）男　子

小学3･4年生
山崎代史伽（北檜山小）須田　美好（瀬棚小）　斉藤みやび（北檜山小）女　子
赤堀冴太朗（北檜山小）　横田　朝陽（久遠小）　田中　佑磨（玉川小）男　子

小学5･6年生
杉村砂優里（久遠小）　横井　千夏（太櫓小）　田中　史子（小倉山小）女　子
西村　竜太（大成区）　清水　孝寿（大成区）　志和　勝美（大成区）　男　子

一　　般
桝田美和子（大成区）　横田　美代（大成区）　藤谷　久子（大成区）　女　子

　２月８日（日）、せたな町丹羽スキー場において、第
２回せたな町民スキー大会が開催され、小学生４８名、
一般１３名の選手が出場しました。大会は、小学生から
一般成人までが大回転、その他、幼児と小学校低学年
でソリ・スキー種目を実施しました。参加選手は、日頃
の練習の成果を思う存分発揮し、好タイムが続出する
など大盛況な大会となりました。

第２回せたな町民スキー大会

　２月１５日、大成区女性団体連絡協議会主催による、
女性研修交流会が農漁村総合センターで開催され、５４
名の女性会員が参加しました。午前の部では、カロー
リング交流大会を開催。昨年度も実施した甲斐もあっ
て、要領を覚えた会員さん方は、チームで作戦を練り、
どの試合も白熱したバトルが繰り広げられました。
　優勝したのは、地区会長連合チーム（金子さん・濱
野さん・本間さん）でした。午後の部では、平田内小
学校の杉村先生、長磯小学校の竹内先生を講師として
お招きし、普段の運動不足を解消に、リズム遊びや
フォークダンスで心地よい汗を流しました。

大成区女性研修交流会

　２月１３日（金）、せたな町民ふれあいプラザにおいて、
せたな町高齢者大学修了式が行われました。今年度の
修了生は、北檜山いきがい学園９４名、大成くおん大学
２８名、瀬棚寿大学１６名となり、各大学の代表者へ修了
証書が手渡されました。
　式典終了後に、道高むつ子氏による記念公演が行わ
れ、「江差追分に想う」をテーマに、これまでの歩み
（小講演）や民謡・歌謡曲などを披露していただき、迫
力のある歌声に拍手喝采となりました。

平成２０年度せたな町高齢者大学修了式
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生・涯・学・習 

　２月２８日（土）、北檜山区のスポーツ公園テニスコー
ト内において、雪合戦体験が行われました。当日は、
少し肌寒い風が吹いておりましたが晴天となり、北檜
山区・瀬棚区の小学生３７名が参加しました。
　雪合戦協会の指導のもと、基本的なルールや動きを
学び、数グループに分かれて実際に対戦を行いました。
　試合は、ハッスルプレーや珍プレーが続出するなど
白熱した試合となり、楽しいひとときとなりました。

ウィークエンド活動促進事業「雪合戦体験」

　２月２６日（木）、平田内小学校・長磯小学校の児童の
保護者を対象に、子育てに関わる知識や技術、家庭の
教育力の向上、子どもに関する諸課題の解決に向けた
取り組みとして、「子育て学級」が平田内小学校を会場
に開催されました。
　参加者からは、「家庭それぞれの対応の仕方」「親の
考え方の違い」「自分以外の子育て感を得た」など、我
が子を再度見つめ直す機会として効果が得られた学習
機会となりました。

平成２０年度「子育て学級」
（平田内小学校・長磯小学校合同家庭教育学級）

　２月１６日（月）、せたな町民ふれあいプラザにおい
て、北檜山区の女性会員が集い、研修交流会が開催さ
れました。「あなたらしく わたしらしく 温もりある地
域社会」を研修テーマに、午前中は「介護」を学び、
午後からは「ステップダンス」を行い、心地よい汗を
流しながら互いの交流が深められました。

平成２０年度北檜山区女性研修交流会

　大成区親子ふれあい推進事業実行委員会（石原広務
委員長）主催の「第１４回ミニミニ大運動会」が、３月
１日（日）、大成農漁村総合センターで開かれ、幼児か
ら大人まで区民９４名が参加しました。
　なわとびコンテストや１０人１１脚など公認記録も含め
て、大会新記録や歴代ベストテン内にランクインする
など数々の新記録が生まれました。
　また、お昼にはバイキング、お楽しみ抽選会など、豪
華盛りだくさんの１日となりました。

大成区親子ふれあい推進事業

「第１４回ミニミニ大運動会」


